
（様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 各務原市立鵜沼中学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月１７日（日） 

実 施 概 要  ① 家族参観   ② 親子講演会   ③ ＰＴＡリサイクル活動 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然 □歴史  □文化  □産業  ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開  □成果発表  □交流活動  ☑講演会等 

  □地域行事等参加  ☑その他 

来 校 者 数 保 護 者 ２７３人  
計  ３２１人 

地域関係者 ４８人 

実 施 状 況  ① 家族参観（第１校時 8:35～9:20） 
・全１９学級の教科授業を自由に参観していただく形式で公開した。 
・個人追究後、小集団での活動や全体交流の場で、生徒が積極的に関 
わり合い、「学び合っている場」を見ていただいた。 

 ② 親子講演会（第２・３校時 9:35～11:00） 
・ＰＴＡ研修委員会・子育て広場委員会主催で、講師に鈴木徹氏を招き、
本校体育館で約90分の講演会を開催した。 

・演題は、「日本初 義足のプロアスリートへ」 
 ③ ＰＴＡリサイクル活動（14:00～16:00） 
・提供いただいた新聞、雑誌等を、生徒が担当家庭まで出向いて回収 
した。また、集積場所においても、ＰＴＡ地区委員の方と協力して 
バケットへ分別、収納した。 

 ○ 案内について 
・保護者向けに、授業公開の案内文書を学校より、親子講演会の案内 
文書をＰＴＡ研修委員会より、作成、配布した。 

・リサイクル活動の実施内容と協力依頼の案内文書を、鵜沼第一小  
校区の全家庭に生徒の手によって配布し、八木山小校区・各務小校  
区については、自治会で回覧していただいた。 

 ○ 学校評価について 
・参加いただいた外部関係者を対象に、本校の教育活動と親子講演会 
についてアンケート調査を実施した。 

成果及び課題  ① 家族参観 
・例年通り、父親や兄弟等、平日では参観できない生徒の家族の姿  
が多く見られた。より多くの方に学校の様子や生徒の様子を知っ  
ていただくために、「休日参観」という場は大変有効である。 

・教育環境の整備状況については好評価をいただいている。生徒同  
士の学び合いの様子についても概ね好評価をいただいているが、  
より積極的な生徒の学習姿勢を望む声も寄せられており、指導の  
工夫改善が必要である。 

  ② 親子講演会 
・如何に障がいを乗り越えて今があるのか、実体験をもとにした話  
に多くの方が感動し、障がいをもつ方への正しい理解と、自らの  
生き方について親子で考えるよい機会となった。 

 ③ ＰＴＡリサイクル活動 
・地域の担当家庭へ出向き、汗を流しながら熱心に活動する生徒たち 
  へ、一緒に活動するＰＴＡの方や資源を提供していただいた地域の 
  方から多くのねぎらいの言葉が寄せられた。共に汗を流す保護者と 
  生徒の様子からは、活動を通して、会話や笑顔が多く見られるよう 
  になり、互いを理解し関係を深めるよい機会となった。 

 


